
　

５
月
15
日
（
金
）
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
駐
日
大
使
が
、
稲
毛

田
の
有
限
会
社
ド
ン
カ
メ
の
小
久
保
行
雄
社
長
と
と
も
に
役
場

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
の
理
由
は
、
生
ゴ
ミ
の
た
い
肥
化
に
よ
る
農
作
物
生
産
に

取
り
組
む
小
久
保
社
長
が
、
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
を

通
じ
て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
支
援

活
動
を
行
う
た
め
の
視
察
で
す
。

　

一
行
は
、
芳
賀
南
小
学
校
で

児
童
と
一
緒
に
給
食
を
食
べ
た

あ
と
、
田
植
え
を
見
学
し
た
り
、

ド
ン
カ
メ
の
工
場
で
た
い
肥
が

で
き
る
ま
で
を
視
察
し
ま
し
た
。

川
田
紀
男
さ
ん
（
瑞
宝
単
光
章
受
章
）

　

川
田
紀
男
さ
ん
（
東
水
沼
）
が
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
で

瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。
川
田
さ
ん
は
、
１
９
７
３
年

に
航
空
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
35
年
間
の
任
務
は
主
に
百
里
基
地

で
の
最
新
戦
闘
機
の
整
備
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
１
９
９
３
年

に
芳
賀
町
に
転
居
し
、

地
元
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
の
エ
ー
ス
と

し
て
現
在
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。

中
鉢
満
さ
ん
（
瑞
宝
双
光
章
受
章
）

　

中
鉢
満
さ
ん
（
西
水
沼
）

が
、
教
育
行
政
へ
の
貢
献
が

評
価
さ
れ
、
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
し
ま
し
た
。
中
鉢
さ
ん

は
、
１
９
６
６
年
に
当
時
の

祖
母
井
小
学
校
教
諭
と
し
て

採
用
さ
れ
、
２
０
０
３
年
真

岡
市
大
内
中
学
校
長
を
退
職
、

２
０
０
８
年
か
ら
は
町
教
育

長
と
し
て
４
年
間
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
、
農
作
業

や
庭
い
じ
り
に
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
に
飯
塚
さ
ん

　

水
橋
地
区
の
新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
に
、
飯
塚
敏
夫
さ

ん
（
西
高
橋
）
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
重
ん
じ
、
地

域
の
皆
さ
ん
が
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
区
域:

西
高
橋
（
正
生
田
・
西
新
谷
・
大
沖
・
関
谷
・
近
内
・

　
　
　
　
　

山
崎
）、
打
越
新
田

任
期:

平
成
27
年
６
月
１
日
〜
平
成
28
年
11
月
30
日

春
の
叙
勲

東
テ
ィ
モ
ー
ル
駐
日
大
使
来
庁

　

５
月
16
日
（
土
）
と
17
日
（
日
）
に
、
農
作
物
を
荒
ら
す

カ
モ
や
カ
ラ
ス
の
駆
除
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
か
ら
依
頼
を
受
け
た
県
猟

友
会
芳
賀
支
部
の
会
員
７
人
が
、

朝
５
時
か
ら
夕
方
ま
で
活
動
し
、

２
日
間
で
カ
モ
62
羽
、
カ
ラ
ス

39
羽
、
カ
ワ
ウ
４
羽
を
駆
除
し

ま
し
た
。

　

一
部
の
カ
ラ
ス
は
、
カ
ラ
ス

の
研
究
で
有
名
な
宇
都
宮
大
学

農
学
部
杉
田
教
授
の
研
究
室
に

引
き
取
ら
れ
ま
し
た
。

知
事
に
Ｌ
Ｒ
Ｔ
要
望
書
提
出

　

６
月
８
日
（
月
）
町
と
宇
都
宮
市
が
整
備
を
目
指
す
Ｌ
Ｒ
Ｔ

（
次
世
代
型
路
面
電
車
）
事
業
の
早
期
実
現
に
向
け
た
要
望
書

を
、
町
長
が
佐
藤
栄
一
宇
都
宮

市
長
と
県
庁
を
訪
れ
、
福
田
富

一
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

要
望
書
に
は
、
県
に
対
し
て

一
層
の
指
導
や
助
言
と
と
も
に

最
大
限
の
財
政
支
援
を
求
め
る

こ
と
を
明
記
し
、
知
事
は
「
県

は
芳
賀
町
、
宇
都
宮
市
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
」

と
回
答
し
ま
し
た
。

　

カ
モ
・
カ
ラ
ス
な
ど
の
駆
除
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６
月
17
日
（
水
）
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
総
会
に
お
い
て
、

町
人
権
擁
護
委
員
の
若
林
勝
治
さ
ん
（
東
高
橋
）
が
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰
を
、
増

渕
佳
子
さ
ん
（
東
水
沼
）
が
宇
都

宮
地
方
法
務
局
長
感
謝
状
を
、
そ

れ
ぞ
れ
受
け
ま
し
た
。

　

お
二
人
は
長
年
委
員
を
務
め
て

お
り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

日
光
東
照
宮
で

八
雲
神
社
太
々
神
楽
披
露

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
が
地
域
を
彩
り

下
高
根
沢
三
日
市
地
区
で
花
植
え

　

５
月
17
日
（
日
）
下
高
根
沢
三
日
市
地
区
で
花
植
え
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
、
地
域
の
景
観
形
成
活
動
の
一
環
と
し
て
、
真

岡
土
木
事
務
所
か
ら
約
800
平
方

メ
ー
ト
ル
の
花
植
え
占
用
地
を
借

り
受
け
、
花
壇
の
増
設
工
事
を

進
め
な
が
ら
、
年
２
回
花
植
え
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

約
65
パ
ー
セ
ン
ト
の
花
壇
増
設

が
完
成
し
、
こ
の
日
は
子
供
会
の

参
加
を
得
て
62
人
で
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
の
苗
を
約
３
，０
０
０
本
植

え
ま
し
た
。

　

５
月
24
日
（
日
）
日
光
東
照
宮
400
年
式
年
大
祭
奉
祝
行
事

と
し
て
、
稲
毛
田
八
雲
神
社
の
太
々
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
照
宮
五
重
塔
前
に
設
置
さ
れ

た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
「
岩
戸
之
舞
」

な
ど
８
演
目
を
演
じ
、
多
く
の
参

拝
客
が
伝
統
の
舞
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

八
雲
神
社
の
太
々
神
楽
は
、
町

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

道
路
河
川
愛
護
で

与
能
支
部
下
与
能
分
会
に
感
謝
状

　

５
月
18
日
（
月
）
に
県
公
館

で
行
わ
れ
た
道
路
河
川
愛
護
連
合

会
総
会
で
、
町
道
路
愛
護
会
与
能

支
部
下
与
能
分
会
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
下
与
能
分
会
で

は
、
平
成
５
年
か
ら
当
地
区
の
道

路
沿
い
約
800
メ
ー
ト
ル
区
間
に

プ
ラ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
、
毎
年

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
植
栽
し
、
道

路
環
境
美
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
監
視
員
に
感
謝
状

　

６
月
２
日
（
火
）
県
庁
で
行
わ
れ
た
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

出
発
式
に
先
立
ち
、
県
知
事
か
ら
町
廃
棄
物
監
視
員
４
人
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
の
は
、
三
ツ
木
昇
さ
ん
（
稲
毛
田
）、
大
嶋

建
男
さ
ん
（
上
稲
毛
田
）、
安
藤
文
雄
さ
ん
（
八
ツ
木
）、
沼
能

始
さ
ん
（
下
高
根
沢
）
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
10
年
以
上
に
わ

た
り
町
内
の
不

法
投
棄
防
止
や

美
観
保
護
活
動

に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

若
林
さ
ん
と
増
渕
さ
ん
が

人
権
擁
護
委
員
表
彰
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